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!Ii血園日本生物工学会大会 トピックス集 ンに基づ〈分類を樟討した.

3. 結果と考察
ブロテオーム解析による

有用酵母の分類・同定技術開発
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陣.1ま酒'置の薗量等においてアルコール鎗酵を担う量甚な・生帽である.アルコール量生能なEの
..から有用な降毎を軍復するために、現在では多睦暗に且ぶ置鐘鼠E闘を軒うため多〈由コストや時
聞がかかっている.そ由ため、より箇恒な有用酵母の分・・聞置撞'毎回聞，.6'必要であるk考えられ
る.そこで嚢-<rlt.陣.，.現タンパタ置に着目し.代量的なブロテオーム僚折植衝である二次元電気

泳動量用いて各国軍毎回タンパク置を解析した.そしてタンパク置..パターンをもとにクラスター解

続豊行うことで有用田・の分顕固定誼衡を聞鐙するため即‘檀研究を..した.また、よりハイス

ループット@解軒が寄縫に縁る..即マススペクトルに省づ〈分..圃重鎮衡の関，.も量めている.
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開クラスター解析

38韓の酵母発現タンパタ宮町中から、見8倒のタン

パク置の売現データを抽出し、解析ソフトを用いてク

ラスター解析を実施した(図1)圃舗E輸にはタンパク賀、

町
内
・
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E 

固2 クラスター解析結呆の開発を目指している.なお本研究では.有用酵母の

重要なファクターの一つであるアルコール直生能町量

出芽曹母位置殖の圃置やパイオエタノール生産にお いに伸に積回して研究を実施した圃

いてアルコール発酵を担う重要な置生物である.特に

瞳酎など栖顕の剛造においては栢曹の味や香りにも膨 2. 実厳方法およびデ-~解析

.を与えることから、新しい酒造りのためには新姐酵

母の適量が.J!と考えられる圃またパイオエタノール

生直においても、より曲率的なアルコール強酵を行う

ためにはより高いアルコール産生瞳や幅広い棒責化性

をもった新規岬俸の開宛が必要と考えられる園現在、

宣伝子操作を用いた有用酵母の作担等が試みられてい

る[l.2~ しかしながら梢費者のニーズは食品瞳遣に用

いる渇舎は遺伝子操作されていない酵母を求めている.

現在、自離界から単障された新緯酵母は、アルコー

ル易障肱園、..化住民融等の多段階に且ぷ遺書査員肢

が行われ、その結果、宥用な酎母が置事反されている.

しかしこの方言去では、量千も町田母一つ一つについて

各種量佐世監を行う必要があり、そのため有用酵母を

盟後するために多〈のコストや時聞がかかるkいう問

題点がある.したがって‘今後の新しL吋酉造りや劫率

的なバイオエタノール生直のために、より簡恒な酵母

の遭甚及び分割・問定技術の開発が必要と考えられた(2)マススベクトルに基づく酵母の分類

そこで我々低酵母に発現するタンパク置に着目し、タ さらに.より筒慣な陣俸の分類・同定娃情の開発と

ンパク置を網属的に解析するプロテオ}ム解析を導入 して、酔母酋体町抽出物から MALDI-'τ'OFMSを用いて

することで、より効率的な有周酵母の分類・同定技術 マススベクトルを取得し、そのマススベクトルパター

【1)内部繍械を用いた蛍光輔嘩ディファレンスグル二

次元電気泳動 (1仏国GE)とクラスター解析

解析データには、自棋界から採取した酵母31韓およ

び市販静惨 7棋の酵母から抽出したタンパク質を代表

的なプロテ方ーム解析後衛である二次元電気泳動で分

陣後、各タンパク置スポット即発現データを用いた.

との師、通常の二次元電気樟動におけるグル聞のばら

つき、定量倹・再現役が感いという問題を解止するた

めに、内部<<瞳を用いたZ品目GEを行った.

解析に使用した醇録は事前にアルコール発陣試監を

行い、グループ分けを行ったo 2D-DIGEによって得ら

れたタンパク置スポットの発現データを基に、解析ユノ

フト"'"凶均R泊aOXを用いてクラスター解析を行い、
酵母の系統分類を行った.
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固2 クラスター解析による静母の分輔

園1町横軸に示されたタンパク置発現ノミターンによる

酵母の分類結果を示したもので、各アルコール亜生範

に応じてグループ分けしている.タラスター解折の精

巣、アルコール産生能に依存したサプタラスターが檎

寵された.この桔呆は、プロテオ}ム解析によって.

よりアルコール車生能の高い有用酵母を効皐的に置

抜・分類できる可能性を示すものであった.

。}マススベクトルによる分類

2D-DIGBは蝉母の修養から DIGEイメージを取得す

るまで 5日以上かかるが.酵母のマススベクトルに基

づ〈解析は.コロニーひとつで解続可能であるため.

酵母格養から掴定まで 2日に集剖噂することができた.

したがって、マススベクトルに基づ〈酔録の分割はハ

イスループット解析に適する可能性が示瞳された.

4. 今後の展望

スクリー=ング技術の開発を目指して研究を且関する.

本研究で我々が取り組んでいるプロテオーム解析に

よる酵母の分類・同定技惰開発は、前倒のない新しい

世みである圃したがって、実用化に向けたさまざまな

展開が期待できる研究と且われ、今後は生物工学、特

に宛酵工学分野において工量的に利用可能な技術とし

て研究の完成を目指していきたい.
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